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(57)【要約】
【課題】例えば、早朝や深夜等の比較的静かな時間、あ
るいは、病院等の静かな場所等の、大きな音量出力は避
けたい環境で電子機器（テレビ等）を起動（電源ＯＮ）
した場合に、音量が大きすぎることがあるという問題が
あった。このため、例えば、電子機器（テレビ等）の起
動（電源ＯＮ）時の音量を調整可能にすることが課題に
なっていた。
【解決手段】実施形態の電子機器は、電子機器の起動時
における出力情報を表示する情報表示部を備える。また
、前記表示された出力情報の変更指示を受信可能な変更
指示受信部を備える。また、前記電子機器がスタンバイ
状態の場合に、前記変更指示を受信すると、前記出力情
報の表示を前記変更指示に応じて変更するよう制御する
情報表示制御部を備える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器の起動時における出力情報を表示する情報表示部と、
　前記表示された出力情報の変更指示を受信可能な変更指示受信部と、
　前記電子機器がスタンバイ状態の場合に、前記変更指示を受信すると、前記出力情報の
表示を前記変更指示に応じて変更するよう制御する情報表示制御部を備える電子機器。
【請求項２】
　前記電子機器の起動時における出力情報は、少なくとも前記電子機器の起動前に表示さ
れる請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　第２の変更指示を受信するまで、前記変更指示され変更された出力情報を前記情報表示
部に表示する請求項１に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記変更された出力情報を記憶する記憶部を備える請求項１に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記変更指示はリモコン信号である請求項１に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記第２の変更指示を予め決めた時間受信しない場合は、前記変更された出力情報を記
憶する請求項３に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記出力情報は、音量情報を含む請求項１に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記出力情報は、放送チャンネル情報を含む請求項１に記載の電子機器。
【請求項９】
　映像を表示可能な映像表示部を備え、前記映像表示部は前記情報表示部と並べて配置さ
れる請求項１に記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記情報表示制御部はバッテリと接続される請求項１に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記情報表示制御部は充電可能なバッテリと接続される請求項１に記載の電子機器。
【請求項１２】
　前記情報表示制御部は前記記憶部と接続される請求項４に記載の電子機器。
【請求項１３】
　音声をミュートする指示を受信した場合に、前記情報表示部に音声をミュートする旨の
表示を行う請求項１に記載の電子機器。
【請求項１４】
　出力される音声の音量を増加または低減する指示を受信した場合に、前記情報表示部に
予め決められた音量表示を行う請求項１に記載の電子機器。
【請求項１５】
　電子機器の起動時における出力情報を表示する情報表示部と、
　前記表示された出力情報の変更指示を受信可能な変更指示受信部と、
　前記変更指示を受信した場合に、前記出力情報の表示を前記変更指示に応じて変更する
よう制御する情報表示制御部と、
　前記電子機器の起動を指示する起動指示部を備え、前記電子機器の起動に連動して前記
変更された出力情報を出力する電子機器の制御装置。
【請求項１６】
　電子機器の起動時における出力情報を表示するステップと、
　前記表示された出力情報の変更指示を受信するステップと、
　前記電子機器がスタンバイ状態の場合に、前記変更指示を受信すると、前記出力情報の
表示を前記変更指示に応じて変更するよう制御するステップを備える電子機器の制御方法
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。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、電子機器、電子機器の制御装置、電子機器の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、テレビ（ＴＶ）やパーソナルコンピュータ（ＰＣ）等の電子機器が普及している
。
　これらの電子機器は、電子機器が起動（電源ＯＮ）すると、映像や音声が出力される。
　例えば、テレビ（ＴＶ）は、一般に、電源がＯＦＦにされると、その時出力されていた
放送チャンネルや音量等の出力情報（ラストチャンネル情報）が半導体メモリ等の記憶部
に記憶される。
【０００３】
　そして、その後、電源がＯＮ（起動）にされると、上記半導体メモリ等に記憶されてい
る情報（ラストチャンネル情報）を用い、上記電源ＯＦＦ時に出力されていた放送チャン
ネルを、出力されていた音量で出力する。
【０００４】
　しかし、例えば、早朝や深夜等の比較的静かな時間、あるいは、病院等の静かな場所等
の、大きな音量出力は避けたい環境で電子機器（テレビ等）を起動（電源ＯＮ）した場合
に、音量が大きすぎることがあるという問題があった。
【０００５】
　このため、例えば、電子機器（テレビ等）の起動（電源ＯＮ）時の音量を調整可能にす
ることが課題になっていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－８１６１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　例えば、早朝や深夜等の比較的静かな時間、あるいは、病院等の静かな場所等の、大き
な音量出力は避けたい環境で電子機器（テレビ等）を起動（電源ＯＮ）した場合に、音量
が大きすぎることがあるという問題があった。
【０００８】
　このため、例えば、電子機器（テレビ等）の起動（電源ＯＮ）時の音量を調整可能にす
ることが課題になっていた。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　実施形態の電子機器は、電子機器の起動時における出力情報を表示する情報表示部を備
える。
　また、前記表示された出力情報の変更指示を受信可能な変更指示受信部を備える。
　また、前記電子機器がスタンバイ状態の場合に、前記変更指示を受信すると、前記出力
情報の表示を前記変更指示に応じて変更するよう制御する情報表示制御部を備える。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施形態に係わる電子機器（テレビ等）の外観を示す外観図。
【図２】実施形態に係わる電子機器（テレビ等）の構成を示すブロック図。
【図３】実施形態に係わる電子機器（テレビ等）に構成される映像表示制御部の構成を示
すブロック図。
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【図４】実施形態に係わる電子機器（テレビ等）の動作を説明する図。
【図５】他の実施形態に係わる、電子機器（テレビ等）にリモコン信号を送信するリモコ
ンの外観を示す外観図。
【図６】他の実施形態に係わる上記リモコンを用いたリモコンとテレビの動作を説明する
図。
【図７】実施形態に係わる電子機器（テレビ等）の音量表示に係る他の動作の例を説明す
る図。
【図８】実施形態に係わる電子機器（テレビ等）の上記情報表示制御部に係る動作を説明
するフローチャート。
【図９】実施形態に係わる電子機器（テレビ等）の動作を説明するフローチャート。
【図１０】実施形態に係わる電子機器（テレビ等）のチャンネル表示に係る他の動作の例
を説明する図。
【図１１】実施形態に係わる電子機器（パーソナルコンピュータ）の外観を示す外観図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照し、実施の形態を説明する。
　図１は、実施形態に係わる電子機器（テレビ等）の外観を示す外観図である。
　この実施の形態においては、例えば、電子機器（テレビ）１に、起動時における音量情
報やチャンネル情報等の出力情報を表示する情報表示部６０を備えている。
　そして、この電子機器（テレビ）１がスタンバイ状態の場合に、上記情報表示部６０の
表示の変更指示を受信すると、上記出力情報の表示をこの変更指示に応じて、変更して表
示する。
【００１２】
　上記情報表示部６０は、例えば、ＬＥＤ（エルイーディー、Light Emitting Diode）を
備えている。ＬＥＤは、物理的反応によって光を発し、熱による損失が少ないことが知ら
れており、比較的電力消費量が少ないため、この実施の形態に適している。
【００１３】
　なお、上記ＬＥＤに代え、例えば、有機エレクトロルミネッセンス (Organic light-em
itting diodes)等の比較的電力消費が少ない表示装置を用いることも可能である。
【００１４】
　電子機器（テレビ）１は、例えば、ユーザ（視聴者）によって操作されたリモコン（リ
モートコントローラ）２１から送信されるリモコン信号をリモコン信号受信部２０で受信
し、映像表示等の動作を行う。
【００１５】
　ここでは、電子機器（テレビ）１は、映像表示部（表示画面）８に３Ｄ映像を表示可能
である。また、この３Ｄ映像は、例えば、左右異なる角度から撮影された映像である。そ
して、３Ｄメガネ１００を装着したユーザ（視聴者）によって視聴される。
【００１６】
　この３Ｄメガネ１００は、例えば、液晶シャッタを構成し、電子機器（テレビ）１から
出力される同期信号（ＳＳ）を受信する。そして、この同期信号（ＳＳ）を用いて、上記
３Ｄメガネ１００のシャッタ制御を行なう。
【００１７】
　また、この実施の形態においては、電子機器（テレビ）１は、例えば、カメラ３０を構
成し、人が存在するかしないかの、「人の存在」の検出に利用する。
　そして、この「人の存在」の検出に利用されるカメラ３０は、例えば、電子機器（テレ
ビ）１の映像表示部８の近傍に設けられる。なお、カメラ３０を映像表示部８に設けても
良い。
【００１８】
　また、この検出部で「人の存在」が検出されない場合は、電子機器（テレビ）１は、例
えば、上記同期信号（ＳＳ）の出力をＯＦＦにする。
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　そして、この同期信号（ＳＳ）の出力がＯＦＦ、すなわち、３Ｄメガネ１００が上記同
期信号（ＳＳ）を受信できなかった場合は、３Ｄメガネ１００は３Ｄメガネ１００の電源
がＯＦＦになるように制御する。
【００１９】
　なお、この実施の形態に係る電子機器１は、パーソナルコンピュータや携帯端末等の電
子機器にも適用可能である。
　図２は、実施形態に係わる電子機器（テレビ等）の構成を示すブロック図である。
　２はアンテナ、３はチューナ、４は信号処理部、５は映像処理部、６は音声処理部、７
は表示装置、８は表示画面（映像表示部）、９はスピーカ、１０はバス、１１は制御部、
１２はＭＰＵ、１３はＲＡＭ、１４はＲＯＭ、１５はフラッシュメモリ、１６は記憶部、
１７は内部記録装置、１８は外部インターフェースである。１９は外部インターフェース
に接続する外部記憶装置である。
【００２０】
　２０は操作受信部、２１はリモコン、２２は送受信部（ネットワークインターフェース
）、２５は放送局、２６はネットワーク（インターネット）、２７はサーバである。
【００２１】
　ここでは、制御部１１はＭＰＵ（１２）を備え、電子機器（テレビ）１を制御する。ま
た、ＲＡＭ（１３）、ＲＯＭ（１４）、フラッシュメモリ１５は、例えば制御部１１で行
われる処理に利用される。
【００２２】
　例えば、放送局２５からデジタル放送で映像コンテンツが放送される。放送局２５から
放送されたデジタル放送はチューナ３で受信され、選局処理が行われ、デジタル信号の映
像コンテンツが信号処理部４に送信される。
【００２３】
　信号処理部４で受信されたデジタル信号の映像コンテンツは信号処理が施され、音声処
理部６および映像処理部５に送信される。
　音声処理部６は信号処理が施された映像コンテンツを受信し、音声処理を施した信号を
スピーカ９に送信する。
　スピーカ９は音声処理が施された信号を受信し、音声を出力する。
　また、映像処理部５は信号処理が施された映像コンテンツを受信し、映像処理を施した
信号を表示装置７に送信する。
　表示装置７は映像処理が施された信号を受信し、ＬＣＤパネル等で構成される表示画面
（映像表示部）８に映像を表示する。
　また、この実施の形態においては、電子機器（テレビ）１は内部記憶装置１７を備え、
上記受信された映像コンテンツを記録することが可能である。
　また、この実施の形態においては、電子機器（テレビ）１は上記のようにＵＳＢ接続や
ＬＡＮ接続される外部記憶機器１９を備えている。上記受信された映像コンテンツはこの
外部記憶機器１９に記録することも可能である。
【００２４】
　また電子機器（テレビ）１に対するユーザの操作は、例えばリモコン（リモートコント
ローラ）２１等の操作機器によって指示される。
　これらの処理は、制御部１１に制御される。
　また、上記のように、電子機器（テレビ）１は送受信部（ネットワークインターフェー
ス）２２を介してサーバ２７に接続され、例えばウェッブページを受信してブラウジング
することが可能である。
【００２５】
　また、この実施の形態においては、電子機器（テレビ）１は、例えば、映像処理部５で
生成された同期信号（ＳＳ）を出力する。この同期信号（ＳＳ）は、上記のように、３Ｄ
メガネ１００で受信され、３Ｄメガネ１００を装着したユーザ（視聴者）の３Ｄ映像の視
聴に利用される。
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【００２６】
　また、この実施の形態においては、電子機器（テレビ）１は、上記情報表示部６０およ
びこの情報表示部６０を制御する情報表示制御部５０を備えている。
　そして、ユーザが操作するリモコン２１から送信されたリモコン信号を、例えば、操作
受信部２０で受信し、バス１０を介して情報表示制御部５０に送信し、上記情報表示部６
０を制御する。
【００２７】
　また、ここで、この実施の形態における電子機器（テレビ）１の起動前（スタンバイ状
態）について説明する。
　電子機器（テレビ等）１は、例えば、商用電源（ＡＣ）に接続され、起動（電源ＯＮ）
時には、この商用電源（ＡＣ）から電源供給を受け、動作する（図示せず）。
　そして、この実施の形態においては、電子機器（テレビ等）１に電源ＯＦＦが指示され
た場合に、この指示（例えば、リモコン信号）を受信できるように、操作受信部２０等の
必要な回路への電源供給を一部残し、電子機器（テレビ等）１への電源供給をＯＦＦにす
る（スタンバイ）。
【００２８】
　すなわち、例えば、上記リモコン信号を受信できるように、スタンバイ（待機）してい
る状態が電子機器（テレビ）１の起動前（スタンバイ状態）である。
　図３は、実施形態に係わる電子機器（テレビ等）に構成される映像表示制御部の構成を
示すブロック図である。
　ここでは、映像表示制御部５０は、リモコン信号受信部５１、バス５２、充電型のバッ
テリ５３、ＣＰＵ５４、フラッシュメモリ５５を備えている。
　そして、図３に示すように、リモコン信号受信部５１、バッテリ（充電型）５３、ＣＰ
Ｕ５４、フラッシュメモリ５５は、バス５２を介して接続される。
　上記のように、電子機器（テレビ等）１は、例えば、商用電源（ＡＣ）から電源供給を
受け、動作する。また、映像表示制御部５０に接続されるバッテリ（充電型）５３は、こ
の商用電源（ＡＣ）に接続され、適宜、充電される。
【００２９】
　そして、このバッテリ（充電型）５３は、映像表示制御部５０および映像表示部６０に
、上記スタンバイ状態においても電源を供給する。このため、映像表示制御部５０および
映像表示部６０は上記スタンバイ状態においても動作することが可能である。
【００３０】
　ここでは、映像表示制御部５０は、例えば、リモコン信号受信部５１で、上記リモコン
２１から送信された音量やチャンネルに係る動作を指示するリモコン信号を受信する。
【００３１】
　また、ＣＰＵ５４は、この受信した上記リモコン信号に応じ、情報表示部６０の制御を
指示する。
　すなわち、上記のように、映像表示制御部５０は、リモコン２１から送信された音量や
チャンネルに係る動作を指示するリモコン信号を、操作受信部２０を介して受信し、情報
表示部６０を制御する。
【００３２】
　また、この実施の形態においては、電子機器（テレビ等）１は、このバッテリ（充電型
）５３を備えているため、例えば、商用電源（ＡＣ）から電源供給を受けていない状態に
おいても映像表示部６０の表示を継続して表示することが可能である。
【００３３】
　図４は、実施形態に係わる電子機器（テレビ等）の動作を説明する図である。
　上記のように、この実施の形態においては、例えば、電子機器（テレビ）１は、映像表
示部８に加え、情報表示部６０を備えている。
　例えば、この情報表示部６０には、電子機器（テレビ）１の起動（電源ＯＮ）時におけ
る音量情報やチャンネル情報等の出力情報が表示される。
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　図４（ａ）は、電子機器（テレビ）１の起動前の状態、すなわち、スタンバイ状態のよ
うすを示している。
　ここでは、情報表示部６０に、電子機器（テレビ）１の起動（電源ＯＮ）時における出
力情報（音量情報）が表示されている。ここでは、図４（ａ）に示すように、例えば、ユ
ーザの前回の操作が「音量３０」で終了したことを示している。この「音量３０」に係る
情報は、例えば、上記情報表示制御部５０のフラッシュメモリ５５（図３）に記憶される
（ラストチャンネル）。
【００３４】
　図４（ｂ）は、電子機器（テレビ）１の起動前の状態（スタンバイ状態）で上記のよう
に、例えば、リモコン２１から出力された、音量の低減を指示するリモコン信号を受信し
、情報表示部６０に表示される出力情報が切替えられたようすを示している。ここでは、
音量表示が上記「音量３０」から「音量１５」に切替えられる。この「音量１５」に変更
された情報も、同様に、例えば、上記情報表示制御部５０のフラッシュメモリ５５に記憶
される。
【００３５】
　ここでは、この電子機器（テレビ）１がスタンバイ状態の場合に、上記情報表示部６０
の表示の変更指示を受信すると、上記出力情報の表示をこの変更指示に応じて、変更して
表示する。
【００３６】
　図４（ｃ）は、例えば、ユーザが上記情報表示部６０に表示された「音量１５」の表示
を確認しながら、リモコン２１の電源ボタン２１ａを操作し、この表示された情報「音量
１５」で電子機器（テレビ）１が起動するように指示（リモコン信号を送信する）するよ
うすを示している。
【００３７】
　この実施の形態においては、上記のように、電子機器（テレビ）１は、情報表示制御部
５０（図３）を構成している。
　そして、電子機器（テレビ）１は、例えば、上記電子機器（テレビ）１を起動させる指
示（リモコン信号）を受信すると、これに応じて、電子機器（テレビ）１を起動させる。
また、ここでは、この電子機器（テレビ）１を起動させる指示（リモコン信号）に応じて
、上記情報表示制御部５０のフラッシュメモリ５５に記憶された情報を取得する。
【００３８】
　ここでは、上記のように、情報表示部（ＬＥＤ）６０に表示されている情報、すなわち
、上記「音量１５」に変更された情報が、フラッシュメモリ５５から抽出され、例えば、
電子機器（テレビ）１の制御部１１のＣＰＵ１２に取得される。
【００３９】
　そして、ＣＰＵ１２は、「音量１５」で音声を出力するようスピーカ９に指示し、電子
機器（テレビ）１の起動に連動して、「音量１５」でスピーカ９から音声が出力される。
【００４０】
　これにより、例えば、電子機器（テレビ）１は、電子機器（テレビ）１が起動するより
も前に、出力情報（例えば、電子機器（テレビ）１から出力される音声の音量）を制御す
ることが可能になる。
【００４１】
　図５は、他の実施形態に係わる、電子機器（テレビ等）にリモコン信号を送信するリモ
コンの外観を示す外観図である。
　リモコン２１は、例えば、電源ボタン２１ａ、「１」、「２」、「３」、「４」等の数
字キー２１ｂ、放送チャンネルのアップやダウン操作に用いられるチャンネルキー２１ｃ
、音量の増加や低減に用いられる音量キー２１ｄを備えている。
【００４２】
　また、ここでは、図５に示すように、リモコン２１は、上記電子機器（テレビ）１と同
様の構成の情報表示部６０を備えている。
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　また、このリモコン２１は、特に図示しないが、その内部に、例えば、上記図３を用い
て説明した情報表示制御部５０と同様の構成を備えている。
　なお、このリモコン２１の場合は、バッテリ（蓄電池）５３の充電における電源供給は
、例えば、携帯電話等の携帯型電子機器と同様に、充電器を用いて行なうことも可能であ
る（図示せず）。
【００４３】
　図６は、他の実施形態に係わる上記リモコンを用いたリモコンとテレビの動作を説明す
る図である。
　図６（ａ）は、電子機器（テレビ）１が起動前（スタンバイ）の状態のリモコン２１の
ようすを示している。
　ここでは、リモコン２１の情報表示部６０に、リモコン２１が制御する電子機器（テレ
ビ）１の起動（電源ＯＮ）時における出力情報（音量情報）が表示されている。
【００４４】
　ここでは、図６（ａ）に示すように、例えば、ユーザの前回の操作（例えばラストチャ
ンネル）が「音量３０」で終了したことを示している。この「音量３０」に係る情報は、
例えば、リモコン２１に構成される情報表示制御部５０のフラッシュメモリ５５に記憶さ
れる。
【００４５】
　図６（ｂ）は、電子機器（テレビ）１が起動前の状態（スタンバイ状態）で、ユーザが
リモコン２１を操作し、出力情報（音声表示）が切替えられたようすを示している。
【００４６】
　ここでは、情報表示部６０の音量表示が、上記図６（ａ）の「音量３０」から「音量１
５」に切替えられている。
　この「音量１５」への出力情報（音声表示）の変更も、フラッシュメモリ５５に記憶さ
れる。
　すなわち、ここでは、電子機器（テレビ）１がスタンバイ状態の場合に、ユーザが変更
指示（例えば、リモコン２１操作）を行なうと、情報表示部６０の出力情報の表示が変更
される。
【００４７】
　図６（ｃ）は、例えば、図６（ｂ）に示すように、出力情報の表示が「音量１５」に切
替えられ、変更表示されている場合に、例えば、ユーザがリモコン２１の電源ボタン２１
ａを操作し、電子機器（テレビ）１を起動させる指示（リモコン信号送信）を行なうよう
すを示している。
【００４８】
　ユーザは、例えば、情報表示部６０に表示された「音量１５」の表示を確認し、リモコ
ン２１の電源ボタン２１ａを操作する。上記のように、リモコン２１は、例えば、図３に
示すような情報表示制御部５０を備えている。
【００４９】
　そして、このとき、リモコン２１は、ユーザから電子機器（テレビ）１を起動させる操
作を受けると、この電子機器（テレビ）１に起動するよう指示（リモコン信号送信）を行
なう。
【００５０】
　例えば、電子機器（テレビ）１のＣＰＵ１２は、この指示を受信すると、電子機器（テ
レビ）１の起動を指示する。また、ここでは、電子機器（テレビ）１のＣＰＵ１２は、上
記起動指示に応じて、上記リモコン２１のフラッシュメモリ５５に記憶された出力情報（
「音量１５」）を取得する。
【００５１】
　すなわち、ここでは、情報表示部（ＬＥＤ）６０に表示されている情報（上記「音量１
５」に変更された情報）が、フラッシュメモリ５５から抽出され、例えば、電子機器（テ
レビ）１の制御部１１のＣＰＵ１２で取得される。
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【００５２】
　そして、電子機器（テレビ）１のＣＰＵ１２は、「音量１５」で音声を出力するようス
ピーカ９に指示し、電子機器（テレビ）１の起動に連動して、「音量１５」で電子機器（
テレビ）１のスピーカ９から音声が出力される。
【００５３】
　これにより、例えば、電子機器（テレビ）１が起動するよりも前に、上記のようにユー
ザがリモコン２１を操作することにより、電子機器（テレビ）１の出力情報（例えば、電
子機器（テレビ）１から出力される音声の音量）を制御することが可能になる。
【００５４】
　図７は、実施形態に係わる電子機器（テレビ等）の音量表示に係る他の動作の例を説明
する図である。
　ここで説明する動作は、例えば、上記図４（ａ）に示すような、電子機器（テレビ）１
は起動前（スタンバイ状態）であり、情報表示部６０に最後に設定された出力情報（音声
）が表示された状態において、次のリモコン２１操作が行なわれることによって動作する
。
【００５５】
　図７（ａ）は、電子機器（テレビ）１の起動前（スタンバイ状態）に、ユーザからリモ
コン２１の音量ミュートキー２１ｅが操作されたようすを示している。
　ここでは、電子機器（テレビ）１の起動前（スタンバイ状態）に、音量ミュートキー２
１ｅが操作されると、電子機器（テレビ）１の情報表示制御部５０のＣＰＵ５４は、情報
表示部６０の表示を、例えば、「音量３０」から「音量０（ミュート）」に変更するよう
に指示する。
【００５６】
　これにより、情報表示部６０の表示が「音量０（ミュート）」に変更される。
　すなわち、ここでは、電子機器（テレビ）１の起動前（スタンバイ状態）に、音量ミュ
ートキー２１ｅが操作されると、情報表示部６０の表示が「音量０（ミュート）」に変更
される。
【００５７】
　そして、この「音量０（ミュート）」の表示が行われている状態で、例えば、電子機器
（テレビ）１の起動（電源ＯＮ）が指示されると、電子機器（テレビ）１は起動（電源Ｏ
Ｎ）時に、この「音量０（ミュート）」で音声出力を行なう。
【００５８】
　図７（ｂ）は、電子機器（テレビ）１の起動前（スタンバイ状態）に、ユーザからリモ
コン２１の音量キー（Ｄｏｗｎ）２１ｄが操作されたようすを示している。
　音量キー２１ｄは、例えば、音量を低減する「－（Ｄｏｗｎ）」操作を行なうことが可
能である。
　この実施の形態においては、音量キー２１ｄにこの「－（Ｄｏｗｎ）」操作が行なわれ
た場合は、例えば、情報表示部６０の音量表示が「１０」になるように、例えば、情報表
示制御部５０のフラッシュメモリ５５に、予め設定されている。
【００５９】
　そして、ここでは、電子機器（テレビ）１の起動前（スタンバイ状態）に、この音量キ
ー２１ｄの「－（Ｄｏｗｎ）」操作が操作されると、電子機器（テレビ）１の情報表示部
６０の表示を、例えば、「低音量（１０）」に変更するように指示する。
【００６０】
　これにより、情報表示部６０の表示が「低音量（１０）」に変更される。
　すなわち、ここでは、電子機器（テレビ）１の起動前（スタンバイ状態）に、上記音量
キー２１ｄの「－（Ｄｏｗｎ）」操作が行なわれると、情報表示部６０の表示が「低音量
（１０）」に変更される。
【００６１】
　そして、この「低音量（１０）」の表示が行われている状態で、例えば、電子機器（テ
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レビ）１の起動（電源ＯＮ）が指示されると、電子機器（テレビ）１は起動（電源ＯＮ）
時に、この「低音量（１０）」で音声出力を行なう。
【００６２】
　図７（ｃ）は、電子機器（テレビ）１の起動前（スタンバイ状態）に、ユーザからリモ
コン２１の音量キー（Ｕｐ）２１ｄが操作されたようすを示している。
　音量キー２１ｄは、例えば、音量を増加する「＋（Ｕｐ）」操作を行なうことが可能で
ある。
　この実施の形態においては、音量キー２１ｄにこの「＋（Ｕｐ）」操作が行なわれた場
合は、例えば、情報表示部６０の音量表示が「２０」になるように、例えば、情報表示制
御部５０のフラッシュメモリ５５に、予め設定されている。
【００６３】
　そして、ここでは、電子機器（テレビ）１の起動前（スタンバイ状態）に、この音量キ
ー２１ｄの「＋（Ｕｐ）」操作が操作されると、電子機器（テレビ）１の情報表示部６０
の表示を、例えば、「中音量（２０）」に変更するように指示する。
【００６４】
　これにより、情報表示部６０の表示が「中音量（２０）」に変更される。
　すなわち、ここでは、電子機器（テレビ）１の起動前（スタンバイ状態）に、上記音量
キー２１ｄの「＋（Ｕｐ）」操作が行なわれると、情報表示部６０の表示が「中音量（２
０）」に変更される。
【００６５】
　そして、この「中音量（２０）」の表示が行われている状態で、例えば、電子機器（テ
レビ）１の起動（電源ＯＮ）が指示されると、電子機器（テレビ）１は起動（電源ＯＮ）
時に、この「中音量（２０）」で音声出力を行なう。
【００６６】
　図８は、実施形態に係わる電子機器（テレビ等）の上記情報表示制御部に係る動作を説
明するフローチャートである。
　ステップＳ１００は、ここでの開始ステップである。続いて、ステップＳ１０１に進む
。
　ステップＳ１０１は、電子機器（テレビ）１が情報表示部６０に、電子機器（テレビ）
１の起動（電源ＯＮ）時に出力する音声情報（音量）を表示するステップである。続いて
、ステップＳ１０２に進む。
【００６７】
　ステップＳ１０２は、例えば、ユーザが、リモコン２１の音量ボタン２１ｄを操作し、
リモコン信号を出力するステップである。続いて、ステップＳ１０３に進む。
　ステップＳ１０３は、電子機器（テレビ）１の情報表示制御部５０は、例えば、リモコ
ン２１から出力された、音量制御のリモコン信号を受信するステップである。続いて、ス
テップＳ１０４に進む。
【００６８】
　ステップＳ１０４は、電子機器（テレビ）１が上記起動前（スタンバイ状態）であるか
否かを判別するステップである。続いて、ステップＳ１０５に進む。
　ステップＳ１０５は、電子機器（テレビ）１が起動前（スタンバイ状態）であるか否か
を、例えば、情報表示制御部５０のＣＰＵ５４が判別するステップである。電子機器（テ
レビ）１が起動前（スタンバイ状態）であると判別される場合は、ステップＳ１０６に進
む（Ｙｅｓ）。電子機器（テレビ）１が起動前（スタンバイ状態）ではないと判別される
場合は、ステップＳ１１３に進む（Ｎｏ）。
【００６９】
　ステップＳ１０６は、情報表示制御部５０は受信した音量制御のリモコン信号に応じ、
上記のように、情報表示部６０の音量表示を変更するステップである。続いて、ステップ
Ｓ１０７に進む。
【００７０】
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　ステップＳ１０７は、次の音量制御のリモコン信号の受信を検出するステップである。
続いて、ステップＳ１０８に進む。
　ステップＳ１０８は、現在の次の音量制御のリモコン信号を受信しないかを、例えば、
情報表示制御部５０のＣＰＵ５４が判別するステップである。リモコン信号を受信しない
と判別された場合は、ステップＳ１０９に進む（Ｙｅｓ）。リモコン信号を受信したと判
別された場合は、ステップＳ１０３に進み、上記処理を繰り返す（Ｎｏ）。
【００７１】
　ステップＳ１０９は、情報表示制御部５０のＣＰＵ５４が、例えば、上記リモコン信号
を受信しない時間をカウントするステップである。続いて、ステップＳ１１０に進む。
【００７２】
　ステップＳ１１０は、例えば、５分間等の、予め決めた時間が経過したかを情報表示制
御部５０のＣＰＵ５４が判別するステップである。この予め決めた時間は、例えば、フラ
ッシュメモリ５５に予め記憶される。そして、上記予め決めた時間が経過したと判別され
る場合は、ステップＳ１１１に進む（Ｙｅｓ）。上記予め決めた時間が経過しないと判別
される場合は、ステップＳ１１０の処理を繰り返す（Ｎｏ）。
【００７３】
　ステップＳ１１１は、上記のように予め決めた時間が経過し、情報表示部６０に最後に
表示された出力情報（音量データ）をフラッシュメモリ５５に記憶するステップである。
続いて、ステップＳ１１２に進む。
【００７４】
　ステップＳ１１２は、情報表示部６０に最後に表示された出力情報（音量データ）をそ
のまま継続して表示するステップである。続いて、ステップＳ１１６に進む。
　ステップＳ１１３は、電子機器（テレビ）１の電源がＯＮかを情報表示制御部５０のＣ
ＰＵ５４が判別するステップである。続いて、ステップＳ１１４に進む。
　ステップＳ１１４は、電子機器（テレビ）１の電源がＯＮであるか否かを判別するステ
ップである。電子機器（テレビ）１の電源がＯＮであると判別される場合はステップＳ１
１５に進む（Ｙｅｓ）。電子機器（テレビ）１の電源がＯＮであると判別されない場合は
ステップＳ１０２に進み、上記処理を繰り返す（Ｎｏ）。
【００７５】
　ステップＳ１１５は、番組表示等の動作を行うステップである。続いて、ステップＳ１
１６に進む。
　ステップＳ１１６は、終了ステップであり、ここでの処理は終了する。
　図９は、実施形態に係わる電子機器（テレビ等）の動作を説明するフローチャートであ
る。
　ここでは、上記のように、電子機器（テレビ）１の情報表示部６０に音量等の出力情報
が表示され、この情報が、例えば、フラッシュメモリ５５に記憶されている。
　また、この出力情報の表示は、例えば、上記のように、ユーザのリモコン２１操作等に
より適宜変更された、最後（最新）の情報である。
　ステップＳ２００はここでの開始ステップである。続いて、ステップＳ２０１に進む。
　ステップＳ２０１は、例えば、ユーザがリモコン２１の電源ボタン２１ａを操作し、電
子機器（テレビ）１の電源ＯＮを指示するステップである。続いて、ステップＳ２０２に
進む。
【００７６】
　ステップＳ２０２は、電子機器（テレビ）１は、リモコン２１から出力された上記電源
ＯＮ指示（リモコン信号）を受信するステップである。続いて、ステップＳ２０３に進む
。
【００７７】
　ステップＳ２０３は、例えば、電子機器（テレビ）１のＣＰＵ１２が、情報表示制御部
５０のフラッシュメモリ５５に記憶されている音量データを取得するステップである。上
記音量データは、例えば、情報表示部６０に表示されている音量である。続いて、ステッ



(12) JP 2012-257171 A 2012.12.27

10

20

30

40

50

プＳ２０４に進む。
【００７８】
　ステップＳ２０４は、電子機器（テレビ）１は、上記電源ＯＮ指示（リモコン信号）を
受け、起動（電源ＯＮ）するステップである。続いて、ステップＳ２０５に進む。
【００７９】
　ステップＳ２０５は、電子機器（テレビ）１の起動（電源ＯＮ）時に、例えば、上記フ
ラッシュメモリ５５から取得された上記音量データを用い、この音量データに応じて音声
を出力するステップである。この音量データは、例えば、情報表示部６０に表示された音
量である。続いて、ステップＳ２０６に進む。
【００８０】
　ステップＳ２０６は、終了ステップであり、ここでの処理は終了する。
　図１０は、実施形態に係わる電子機器（テレビ等）のチャンネル表示に係る他の動作の
例を説明する図である。
　ここでは、情報制御部６０に表示出力される出力情報の例として、放送チャンネル情報
が用いられる。
　放送チャンネル情報は、ここでは、例えば、最後に表示出力した放送チャンネルの情報
、あるいは、上記のように、電子機器（テレビ）１がスタンバイ状態の場合に、例えば、
ユーザが操作するリモコン２１から出力される変更指示によって変更された放送チャンネ
ルの情報である。
【００８１】
　図１０（ａ）は、電子機器（テレビ）１が起動前（スタンバイ）の状態を示している。
　図１０（ａ）に示すように、情報制御部６０には出力情報（放送チャンネル情報）が表
示出力されている。ここでは、出力情報（放送チャンネル情報）は例えば、「Ｃｈ　地デ
ジ１」と表示されている。
【００８２】
　図１０（ｂ）は、電子機器（テレビ）１が起動前（スタンバイ）の状態で、例えば、リ
モコン２１から出力されるリモコン信号を受信し、情報制御部６０の出力情報（放送チャ
ンネル情報）のＣｈ表示が切替えられたようすを示している。
【００８３】
　図１０（ｂ）に示すように、情報制御部６０には、例えば、「Ｃｈ　ＢＳ１０１」と表
示されている。
　図１０（ｃ）は、情報制御部６０に出力情報（放送チャンネル情報）が表示された状態
で、例えば、リモコン２１から起動（電源ＯＮ）信号が出力され、これを受信した電子機
器（テレビ）１が起動（電源ＯＮ）するようすを示している。
【００８４】
　ここでは、情報制御部６０には、例えば、「Ｃｈ　ＢＳ１０１」と表示されており、上
記電子機器（テレビ）１の起動（電源ＯＮ）において、「Ｃｈ　ＢＳ１０１」が受信され
、映像表示部（表示画面）８にこの放送が表示出力される。
【００８５】
　図１１は、実施形態に係わる電子機器（パーソナルコンピュータ）の外観を示す外観図
である。
　この実施形態においては、上記と同様に、電子機器（パーソナルコンピュータ、ＰＣ）
１Ｂは、情報表示部６０を備えている。
　上記電子機器（テレビ）１と同様に、この情報表示部６０も電子機器の起動時における
出力情報をこの情報表示部６０に表示出力する。
　また、この電子機器（パーソナルコンピュータ、ＰＣ）１Ｂも、上記図３に示すような
情報表示制御部５０を構成し、情報表示部６０に表示出力された出力情報の変更指示を受
信可能である。ここでは、例えば、ユーザが電子機器（ＰＣ）１Ｂのキーボード等を操作
し、情報表示部６０に表示出力された出力情報の変更指示を行なう。あるいは、ここでは
図示しないが、リモコン等を備え、出力情報の変更指示を行なっても良い。
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【００８６】
　そして、上記と同様に、電子機器（パーソナルコンピュータ、ＰＣ）１Ｂがスタンバイ
状態の場合に、上記変更指示を受信すると、この出力情報の表示を上記変更指示に応じて
変更するよう制御する。
【００８７】
　上記説明においては、電子機器の一例として、テレビやＰＣを用いたが、この実施の形
態においては、これらに限られるものではなく、スマートフォンや携帯型端末等の電子機
器にも適用することが可能である。
【００８８】
　また、この実施の形態においては、上記電子機器の起動時における出力情報は、少なく
とも前記電子機器の起動前に表示されることが望ましい。
　また、次の変更指示を受信するまで、変更された出力情報を情報表示部６０に表示する
ことが望ましい。
　また、上記映像表示部（表示画面）８と上記情報表示部６０は、並べて配置されること
で、ユーザの視認性が向上する。
　また、上記情報表示制御部５０は、例えば、充電可能なバッテリと接続されることが望
ましい。
　また、上記電子機器は、音声をミュートする指示を受信した場合に、音声をミュートす
る旨の表示を行うように構成しても良い。
　また、出力される音声の音量を増加または低減する指示を受信した場合に、例えば、情
報表示部６０に、予め決められた音量表示を行うように構成しても良い。
　上記のように構成することによって、この実施の形態においては、例えば、電子機器（
テレビ）１が起動するよりも前に、電子機器（テレビ）１の出力情報（例えば、電子機器
（テレビ）１から出力される音声の音量）を調整することが可能になる。
【００８９】
　これにより、電子機器（テレビ等）の起動（電源ＯＮ）時の音量を調整可能にすること
が可能になる。
　なお、上記実施形態は、記述そのものに限定されるものではなく、実施段階では、その
趣旨を逸脱しない範囲で、構成要素を種々変形して具体化することが可能である。
【００９０】
　また、上記実施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発
明を形成できる。
　例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に
、異なる実施形態に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【符号の説明】
【００９１】
　１…映像表示装置、２…アンテナ、３…チューナ、４…信号処理部、５…映像処理部、
６…音声処理部、７…表示装置、８…表示画面（映像表示部）、９…スピーカ、１０…バ
ス、１１…制御部、１２…ＭＰＵ、１３…ＲＡＭ、１４…ＲＯＭ、１５…フラッシュメモ
リ、１６…記憶部、１７…内部記録装置、１８…外部インターフェース、２５…放送局、
２６…ネットワーク（インターネット）、２７…サーバ、３０…撮像装置（カメラ）、４
１…人物、５０…情報表示制御部、５３…バッテリ（充電型）、５４…ＣＰＵ（情報表示
制御部）、５５…フラッシュメモリ（情報表示制御部）、６０…情報表示部（ＬＥＤ）、
１００…３Ｄメガネ。
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月13日(2012.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器が起動した時に出力する音声の音量と映像の放送チャンネルとの少なくとも一
方の出力情報を表示する情報表示部と、
　電子機器が起動した時に出力する音声の音量と映像の放送チャンネルとの少なくとも一
方について変更する変更指示を受信可能な変更指示受信部と、
　電子機器が起動する前に前記変更指示受信部が前記変更指示を受信したとき、当該変更
指示によって変更された前記出力情報を、前記情報表示部に表示させる情報表示制御部と
　を備え、
　電子機器が起動する前に前記変更指示受信部が前記変更指示を受信した後に、電子機器
が起動した時には、前記変更指示受信部が受信した前記変更指示によって変更された音量
での音声の出力と放送チャンネルでの映像の出力との少なくとも一方を実行する、
　電子機器。
【請求項２】
　前記情報表示部は、少なくとも電子機器の起動前に前記出力情報を表示する、
　請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記情報表示部は、前記変更指示受信部が受信した前記変更指示によって変更された前
記出力情報を、前記変更指示受信部が次の変更指示を受信するまで表示する、
　請求項１または２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記変更指示受信部が受信した前記変更指示によって変更された前記出力情報を記憶す
る記憶部
　を備える、
　請求項１から３のいずれかに記載の電子機器。
【請求項５】
　変更指示受信部は、リモートコントローラから前記変更指示を受信する、
　請求項１から４のいずれかに記載の電子機器。
【請求項６】
　前記記憶部は、前記変更指示受信部が次の変更指示を予め決めた時間受信しない場合に
は、前記変更指示受信部が受信した前記変更指示によって変更された前記出力情報を記憶
する、
　請求項４に記載の電子機器。
【請求項７】
　映像を表示可能な映像表示部
　を備え、
　前記映像表示部は、前記情報表示部と並んで配置されている、
　請求項１から６のいずれかに記載の電子機器。
【請求項８】
　前記情報表示制御部は、バッテリと接続される、
　請求項１から７のいずれかに記載の電子機器。
【請求項９】
　前記情報表示制御部は、充電可能なバッテリと接続される、
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　請求項１から８のいずれかに記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記情報表示制御部は、前記記憶部と接続される、
　請求項４に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記情報表示制御部は、音声をミュートする旨の指示を前記変更指示受信部が前記変更
指示として受信したときには、音声をミュートする旨を前記情報表示部に前記出力情報と
して表示させる、
　請求項１から１０のいずれかに記載の電子機器。
【請求項１２】
　前記情報表示制御部は、音声の音量を増加または低減する旨の指示を前記変更指示受信
部が前記変更指示として受信したときには、当該変更指示により増加または低減された音
量の情報を前記情報表示部に前記出力情報として表示させる、
　請求項１から１１のいずれかに記載の電子機器。
【請求項１３】
　電子機器が起動した時に出力する音声の音量と映像の放送チャンネルとの少なくとも一
方の出力情報を表示する情報表示部と、
　電子機器が起動した時に出力する音声の音量と映像の放送チャンネルとの少なくとも一
方について変更する変更指示を受信可能な変更指示受信部と、
　電子機器が起動する前に前記変更指示受信部が前記変更指示を受信したとき、当該変更
指示によって変更された前記出力情報を、前記情報表示部に表示させる情報表示制御部と
、
　前記電子機器の起動を指示する起動指示部と
　を備え、
　電子機器が起動する前に前記変更指示受信部が指示を受信した後に、前記起動指示部の
指示によって電子機器が起動した時には、前記変更指示受信部が受信した指示によって変
更された音量での音声の出力と放送チャンネルでの映像の出力との少なくとも一方を電子
機器に実行させる、
　電子機器の制御装置。
【請求項１４】
　電子機器が起動した時に出力する音声の音量と映像の放送チャンネルとの少なくとも一
方の出力情報を表示するステップと、
　電子機器が起動した時に出力する音声の音量と映像の放送チャンネルとの少なくとも一
方について変更する変更指示を受信するステップと、
　電子機器が起動する前に前記変更指示を受信したとき、当該変更指示によって変更され
た前記出力情報を表示するステップと、
　電子機器が起動する前に前記変更指示受信部が前記変更指示を受信した後に電子機器が
起動された時には、前記変更指示によって変更された音量での音声の出力と放送チャンネ
ルでの映像の出力との少なくとも一方を電子機器に実行させるステップと
　を備える電子機器の制御方法。
【手続補正書】
【提出日】平成24年7月12日(2012.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器が起動した時に出力する音声の音量と映像の放送チャンネルとの少なくとも一
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方の出力情報を表示する情報表示部と、
　電子機器が起動した時に出力する音声の音量と映像の放送チャンネルとの少なくとも一
方について変更する変更指示を受信可能な変更指示受信部と、
　電子機器が起動する前に前記変更指示受信部が前記変更指示を受信したとき、当該変更
指示によって変更された前記出力情報を、前記情報表示部に表示させる情報表示制御部と
　を備え、
　電子機器が起動する前に前記変更指示受信部が前記変更指示を受信した後に、電子機器
が起動した時には、前記変更指示受信部が受信した前記変更指示によって変更された音量
での音声の出力と放送チャンネルでの映像の出力との少なくとも一方を実行する、
　電子機器。
【請求項２】
　前記情報表示部は、少なくとも電子機器の起動前に前記出力情報を表示する、
　請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記情報表示部は、前記変更指示受信部が受信した前記変更指示によって変更された前
記出力情報を、前記変更指示受信部が次の変更指示を受信するまで表示する、
　請求項１または２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記変更指示受信部が受信した前記変更指示によって変更された前記出力情報を記憶す
る記憶部
　を備える、
　請求項１から３のいずれかに記載の電子機器。
【請求項５】
　前記変更指示受信部は、リモートコントローラから前記変更指示を受信する、
　請求項１から４のいずれかに記載の電子機器。
【請求項６】
　前記記憶部は、前記変更指示受信部が次の変更指示を予め決めた時間受信しない場合に
は、前記変更指示受信部が受信した前記変更指示によって変更された前記出力情報を記憶
する、
　請求項４に記載の電子機器。
【請求項７】
　映像を表示可能な映像表示部
　を備え、
　前記映像表示部は、前記情報表示部と並んで配置されている、
　請求項１から６のいずれかに記載の電子機器。
【請求項８】
　前記情報表示制御部は、バッテリと接続される、
　請求項１から７のいずれかに記載の電子機器。
【請求項９】
　前記情報表示制御部は、充電可能なバッテリと接続される、
　請求項１から８のいずれかに記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記情報表示制御部は、前記記憶部と接続される、
　請求項４に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記情報表示制御部は、音声をミュートする旨の指示を前記変更指示受信部が前記変更
指示として受信したときには、音声をミュートする旨を前記情報表示部に前記出力情報と
して表示させる、
　請求項１から１０のいずれかに記載の電子機器。
【請求項１２】
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　前記情報表示制御部は、音声の音量を増加または低減する旨の指示を前記変更指示受信
部が前記変更指示として受信したときには、当該変更指示により増加または低減された音
量の情報を前記情報表示部に前記出力情報として表示させる、
　請求項１から１１のいずれかに記載の電子機器。
【請求項１３】
　電子機器が起動した時に出力する音声の音量と映像の放送チャンネルとの少なくとも一
方の出力情報を表示する情報表示部と、
　電子機器が起動した時に出力する音声の音量と映像の放送チャンネルとの少なくとも一
方について変更する変更指示を受信可能な変更指示受信部と、
　電子機器が起動する前に前記変更指示受信部が前記変更指示を受信したとき、当該変更
指示によって変更された前記出力情報を、前記情報表示部に表示させる情報表示制御部と
、
　前記電子機器の起動を指示する起動指示部と
　を備え、
　電子機器が起動する前に前記変更指示受信部が指示を受信した後に、前記起動指示部の
指示によって電子機器が起動した時には、前記変更指示受信部が受信した指示によって変
更された音量での音声の出力と放送チャンネルでの映像の出力との少なくとも一方を電子
機器に実行させる、
　電子機器の制御装置。
【請求項１４】
　電子機器が起動した時に出力する音声の音量と映像の放送チャンネルとの少なくとも一
方の出力情報を表示するステップと、
　電子機器が起動した時に出力する音声の音量と映像の放送チャンネルとの少なくとも一
方について変更する変更指示を受信するステップと、
　電子機器が起動する前に前記変更指示を受信したとき、当該変更指示によって変更され
た前記出力情報を表示するステップと、
　電子機器が起動する前に前記変更指示受信部が前記変更指示を受信した後に電子機器が
起動された時には、前記変更指示によって変更された音量での音声の出力と放送チャンネ
ルでの映像の出力との少なくとも一方を電子機器に実行させるステップと
　を備える電子機器の制御方法。
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